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平成３１年度 道徳部会研究計画 
１ 研 究 主 題 

語り合い深め合う学びを通して，自己の生き方を考える子供を育てる道徳教育 

  

２ 研究主題について 
(1) 研究主題設定の背景 

社会は，グローバル化の進展と絶え間ない技術革新等により，急速に変化している。また，少

子高齢化が進む中で成熟社会を迎えた我が国にあたっては，一人一人が持続可能な社会の担い手

として，その多様性を原動力とし，質的な豊かさを伴った個人と社会の成長につながる新たな価

値を生み出していくことが期待される。そのため，これからの学校には，一人一人の子供が，自

分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な

人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓くことができるようにす

るための教育が求められている。こうした中，道徳教育においては，いじめ問題への対応を発端

として現実の困難な問題に主体的に対応することのできる実効性ある力の育成が強く求められ，

道徳教育が期待される役割を十分に果たすことができるように改善を図ることが重要とされてい

る。 

このような状況を踏まえ，道徳教育の充実を図るため，学校の教育活動全体を通じて行う道徳

教育とその要としての道徳の時間の役割を明確にした上で，子供の道徳性を養うために，適切な

教材を用いて確実に指導を行い，指導の結果を明らかにしてその質的な向上を図ることができる

よう，昨年度より，道徳の時間が「特別の教科 道徳（道徳科）」として教育課程に位置付けら

れた。この「特別の教科」化は，多様な価値観の，時には対立がある場合を含めて，誠実にそれ

らの価値に向き合い，道徳としての問題を考え続ける姿勢こそ道徳教育で養うべき基本的資質で

あるという認識に立ち，発達の段階に応じ，答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の子供

が自分自身の問題と捉え，向き合う「考える道徳」「議論する道徳」へと転換を図るものであ

る。 

平成３０年度徳島県小学校道徳教育研究大会板野郡大会会場校，北島北小学校においては，子

供の現状や学習内容を明確に捉えた上で，主に「考え議論する」授業展開と効果的な評価の在り

方，道徳科の授業と学校教育全体を関連させた活動の充実について研究が進められ，成果を上げ

ていた。 

そこで，本年度は昨年度の成果を生かし，さらに「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

て，引き続き「語り合い深め合う学びを通して，自己の生き方を考える子供を育てる道徳教育」

を研究主題として掲げる。 

 

(2) 研究主題について 
 

「自己の生き方を考える子供」とは 

「自己の生き方を考える子供」とは，「自己を見つめ，生き方についての考えを広げ深めるとと

もに，自らの生き方を育んでいく子供」と捉えたい。 

「自己を見つめる」とは，自分との関わり，つまり，これまでの自分の経験やその時の考え方，

感じ方と照らし合わせながら，自分自身について考えることである。日常生活では，これまで培わ

れた道徳的価値を基に判断したり行動したりしている。しかし，そのことを常に意識している子

供は少ない。また，道徳的価値への考え方や感じ方はどうであるかと意識することも少ない。 
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授業においては，ねらいとする道徳的価値と照らし合わせながら，自己の内にある道徳的価値へ

の考え方や感じ方に改めて気付き，知ることができる。また，他者と対話したり協働したりするこ

とで多様な考え方や感じ方にふれ，生き方についての考えを広げたり深めたりすることができる。

このような自己を見つめる学習を通して，道徳的価値の理解と同時に自己理解を深めることがで

きる。 

「生き方について考えを広げ深める」とは，どのように自己の道徳的価値への考え方や感じ方が

広がり深まったかを強く意識するとともに，これまでの自分の生き方はどうであったかを道徳的

価値の理解を基に振り返ったり,これからの生き方の課題を考え，それらを自己の生き方として実

現していこうとする思いや願いを深めたりすることである。授業においては，他者と思いや考え

を語り合うことで，これまで培ってきた自分自身の考え方や感じ方に新たなものを加えたり，考

え方を変えたり，また，より確かなものとしたりすることができる。そして，道徳的価値を基に自

分を振り返り，内面的な成長に気付いたり，これからの課題や目標を見付け，自己の生き方として

実現していこうとする思いや願いを深めたりすることもできる。 

「自らの生き方を育んでいく」とは，日常生活や今後出会うであろう状況において，よりよく生

きるために，道徳的価値を実現するための適切な行為を選択し，実践することができるような内

面的資質を子供自ら育んでいくことである。それは，人間として生きるために道徳的価値が大切

であることを理解し，様々な状況において，人間としてどのように対処することが望まれるかを

判断し，行動に移していく力につながるであろう。自己を見つめ，生き方についての考えを広げ深

めることのできる学習を具現化することにより，道徳科の授業だけではなく，日常の生活の中で

誠実に課題に向き合い，道徳としての問題を考え続ける姿勢をもった子供を育てることができる

と考える。 

 

「語り合い深め合う学びを通して」とは 

子供が自己を見つめ，生き方についての考えを広げ深める授業とするには，「語り合い深め合う

学び」が不可欠である。相手を理解しようとする姿勢で語り合い，聴き合う。子供一人一人が各々

にもつ思いや考えを交流させる。こうして，学びを深め合うことで，自己の道徳的価値への考え方

や感じ方を再考したり，ねらいとする価値を深く理解したりすることができる。また，深め合った

価値理解を基に，物事を多面的・多角的に考え，これまでの自分を振り返ったり，現在の自分を見

つめたり，これからの自分について考えたりすることで，自己の生き方についての考えを深めて

いく。このような学びによって，「自己の生き方を考える子供」を育てることができるのである。 

授業においては，まず，子供自身が「語りたい，学びたい」という課題意識や課題追求への意欲

を高め，学習の見通しをもつことができるようにすることが大切である。そのためには，道徳的価

値や子供自身の生活について多様な観点から捉え直し，自らが納得できる考えを導き出す上で効

果的な教材を選択し，その教材の特質を生かすことが必要である。それとともに，子供一人一人が

意欲的で主体的に取り組むことができる表現活動や話合い活動を仕組んだり，学んだ道徳的価値

に照らして，自らの生活や考えを見つめるための具体的な振り返り活動を工夫したりすることが

必要である。その際，特定の価値観の押し付けにならないようにするとともに，学年段階に応じ

て，主体的かつ効果的な学び方を工夫することが大切である。例えば，読み物教材の登場人物への

自我関与が中心の学習，問題解決的な学習, 道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れる，また

これらの要素を組み合わせた様々な展開など，教材に応じて効果的な学習を設定するのも，その

工夫の一つである。他にも，道徳的価値の理解を基に自己を見つめ，自己の生き方についての考え

方を広げ深める観点から，話し合う活動や書く活動など子供一人一人の考え方や感じ方を表現す

る機会を充実し，自らの道徳的な成長を実感できるようにすることが大切である。いずれの工夫

においても，子供の実態を見据え，指導の意図に即して，適切か否かをしっかりと吟味することが   

                                                   
 道徳的価値の理解・・価値理解，人間理解，他者理解を含む。 
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必要である。 

子供は，様々な人との出会いなどを通して，このような生き方がしたい，このような生き方がで

きる自分になりたいと自己の生き方を考えるものである。そこで，自己の生き方について考えるき

っかけとなるような各教育活動や日常生活での豊かな体験を道徳科の授業に生かすことで，「語り

たい，学びたい」学習とすることもできる。そのため，各教育活動等で養われた道徳性が，道徳科

の授業で調和的に生かされる道徳教育を展開することが肝要である。道徳科の授業のねらいが各

教育活動等とどのように関連しているかを意識して，計画的・発展的にそれぞれの学習が行われる

ことにより，子供の道徳性は一層豊かに養われていく。このことを前提にして，子供が自ら語り合

い深め合う学びにしていくためには，発達の段階を踏まえながら，豊かな関わりをもつことのでき

る体験活動や学習を展開することが望まれる。また，子供一人一人は違う個性をもった個人であ

り，それぞれ能力・適性，興味・関心，性格等の特性等は異なっていることを踏まえ，学校や学級

の実態に応じて教育活動を実施していく必要がある。このように，子供の実態を把握するために

は，教職員全員の共通理解の下，子供を見取っていくことはもちろん，家庭や地域との連携を密に

し，より道徳教育の充実を図ることが重要である。 

 

３ 研究内容と留意点 
 
(1) 道徳教育推進のための指導計画や推進体制，指導力の向上                 

・学校の道徳教育の方針を具現化する工夫 

     ・学校の特色を生かした指導計画の工夫 

    ・道徳教育推進教師を中心として，全教職員が力を発揮できる推進体制の工夫 

     ・指導方法等に関する教員の指導力向上を図る工夫 

 
(2) 多様な学習指導の構想 

     ・導入，展開，終末の各段階における指導の工夫                  

   ・道徳科に生かす指導方法の工夫 

   （「教材を提示する工夫」・「発問の工夫」・「話合いの工夫」・「書く活動の工夫」・「動

作化，役割演技等の表現活動の工夫」・「板書を生かす工夫」・「説話の工夫」など） 

・他者と対話したり協働したりして多面的・多角的に考えることのできる指導の工夫 

  ・多様な教材を生かした指導の工夫 

  ・読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習，問題解決的な学習，道徳的行為に関する体

験的な学習など，質の高い多様な指導方法の工夫 

  ・情報モラルと現代的な課題に関わる指導の工夫 

 

(3) 道徳科の授業と各教科等，体験活動等との関連及び家庭や地域社会との連携    

  ・各教科等における道徳性の育成に資する学習の工夫と，それらを道徳科の授業に生かす工夫 

     ・体験活動の重視と，それらの体験を道徳科の授業に生かす工夫 

   ・道徳科の授業における学びを各教科等，体験活動等に生かす工夫 

   ・学校の道徳教育に関わる情報発信の工夫 

  ・学校と家庭や地域社会の相互連携についての工夫 

  ・道徳科の授業の積極的な公開や参加協力を得る工夫 

   ・地域教材の開発や活用への協力を得る工夫 

 

(4) 道徳教育における評価    
・組織的，計画的な評価の推進の工夫 

・指導計画や指導方法等の改善を図る評価の工夫 
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・子供が自己の心の成長を実感できる自己評価の工夫 

・道徳科の授業における，子供の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握する工夫 

・発達障害等のある子供や海外から帰国した子供，日本語習得に困難のある子供等に対して配慮

した評価の工夫 
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